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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,69 44,35 +0,66 44,31 +0,04

USD / BRL Spot BRL 2,3574 2,3500 -0,0074 2,3301 +0,0199

USD / JPY Spot JPY 103,00 104,22 +1,22 103,21 +1,01

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 49.427 49.703 +276 50.051 -348

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 196,7 197,5 +0,8 181,3 +16,2

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,75 12,86 +0,11 12,51 +0,35

DI Future Oct14（金利先物） % 10,59 10,63 +0,04 10,35 +0,28

3 Months US Dollar Libor % 0,239 0,237 -0,002 0,244 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 276,1 276,8 +0,7 279,7 -2,9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年1月15日

Indicator Unit 1月13日

昨日のドルレアルスポット相場はＣＯＰＯＭを控えて方向感の乏しい展開でした。朝方は前日引けとほぼ
変わらない水準の２．３６を挟んだ小動きでしたが、１２月の米小売売上高が市場予想を上回ったことから
株式市場が堅調となったため、レアル買い優勢となり一時２．３５を割る水準で取引されました。しかし、
その後は明日のＣＯＰＯＭでの政策金利発表を控えて様子見となり、２．３５台でもみ合いとなりました。
引けにかけては株式市場を睨みながらレアルじり高となり、結局２．３５近辺で引けています。

世界銀行は昨日公表した報告書の中で２０１４年の世界成長率を昨年６月時点の３．０％から３．２％へ上方
修正しました。これは先進国経済の回復が全体を牽引すると予想しているためで、ブラジルの同成長率
見通しは４．０％から２．４％へ大幅に下方修正となっています。また、米金融当局の緩和縮小が秩序立って
解除されるかどうかが重要な要因とも述べ、金利が過度に上昇した場合は途上国への資本フローが数ヶ月
に亘り５０％以上減少する公算があり、脆弱な一部の国々に危機を引き起こす可能性が潜在的に存在する
と警告しています。脆弱な国の名指しは避けていますが、経常赤字の大きさを勘案すればブラジルが脆弱
であるのは間違いないでしょう。
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